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【背景と目的】近年、インフルエンザ脳症の致死率は改善を認めるものの、後遺症を含めた
予後は依然として不良である。このため、より早期からの治療の介入が必要となるが、病初
期における脳症発症の予測は困難なことも多く、何らかの指標が望まれている。インフルエ
ンザ脳症において発熱後早期に大脳辺縁系の神経症状が発現する事より、嗅球-大脳辺縁系の
ルートを直接介して影響していることが推測されている。我々は鼻粘膜局所での病態形成へ
の影響因子が脳症発症予測の早期指標となる可能性を考え、非脳症群と脳症群の鼻粘膜局所
での免疫応答の差異を知るべく検討を行った。
【対象および方法】対象は東京医科大学病院小児科で 2008年 12月から 2009年 5月までにイ
ンフルエンザ様の症状を有し、迅速診断キットにて季節型インフルエンザ A 型と診断された
77例（うち脳症 4例を含む）。インフルエンザ迅速診断キットは Genzyme Diagnostics社のラ
ピッドテスタ FLU スティックを使用した。インフルエンザ脳症の診断は「厚生労働省インフ
ルエンザ脳症研究班 インフルエンザ脳症ガイドライン」に従い、中枢神経感染症・代謝異
常症等の鑑別を行ったうえで各種血液・画像・神経所見をもとに確定診断した。
【結果】非脳症群と脳症群ともに上昇を認めたのは IL-1b、IL-6、IL-8、G-CSF、IFN-、CCL2、
CCL4、TNF-の 8項目であった。この 8項目はいずれも脳症群において高い傾向を示した。
統計学的有意差が出たのは G-CSFと CCL4の 2項目であった。また、IFN-と IL-4の比およ
び IL-6、TNF-と IL-10の比についても統計学的検討を行ったが、有意差は認めなかった。
【結論・考察】非脳症群 73例と脳症群 4例の鼻汁中の各種サイトカイン、およびケモカイン
17項目を計測し検討を行った。上昇を認めた項目は 2群間で差を認めなかったが、G-CSFと
CCL4は脳症群が統計学的に有意に高かった。また、IL-1b、IL-6、IL-8においても脳症群が高
い傾向を認めた。脳症群の髄液でもほぼ同様の項目が上昇していた。鼻汁中サイトカインの
計測が、インフルエンザ脳症の発症予測に役立つ可能性がある。
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